メンテナンス情報：多数アンカー式補強土壁工法設計システム（GEO-MA2008）
	バージョン
	修正年月日
	No
	コメント
	対応

	3.05.00
	2014/11/12
	219
	プログラムのインストーラを変更。
	済

	3.04.11
	2009/12/17
	218
	円弧すべりにおける、縦方向の地盤分割数の最大値を増やした。
	済

	3.04.10
	2009/9/11
	217
	重力式・置換えコンクリート基礎の安定計算において、転倒の許容の判定を絶対値で行なうように修正
	済

	3.04.09
	2009/9/2
	216
	No207の再修正

盛土を分割した際の、転倒計算時に使用する自重の計算にエラーが発生し、計算が行なえなかった。
	済

	3.04.08
	2009/8/24
	215
	設計計算書の修正

・外的安定の支持力（壁面工下端）の目次修正

・設計安全率の表示修正
	済

	3.04.07
	2009/7/13
	214
	No212の再修正
	済

	
	2009/7/08
	213
	支持力の安定検討において、対策工の深層改良形状を選択し、前面幅と背面幅を0とすると、アラーが発生してしい、プログラムが強制終了してしまう。終了しないように修正を行った。
	済

	
	
	212
	水位線と基礎地盤線が近接する場合に、水中重量を使用する地盤において、空中重量を使用する場合があったので修正を行った。
	済

	3.04.06
	2009/6/25
	211
	「設計条件-補強盛土および背面盛土」の土壁下端座標のY座標を入力した場合、外的安定の転倒において、擁壁の重量が正しく算出されない場合があった。
	済

	3.04.05
	2009/5/13
	210
	水位有の重力基礎で、転倒検討時に水圧が考慮されていない。

計算には反映されていたが、表示に反映されていなかった。
	済


	
	
	209
	静止土圧係数使用時のδ=0が未反映

表示はcosδ=1となっていたが、計算に反映されていなかった。
	済

	3.04.04
	2009/04/15
	208
	外的安定の滑動・転倒の検討において、補強材長を延ばすとエラー表示で強制終了してしまう。

仮想背面上の盛土と水平面のなす角度βが、計算上の誤差で微小なマイナスの値が算出されてしまい、エラーが起きてしまっていた。この場合、β＝0にするように修正行った。
	済

	
	
	207
	盛土内に水位考慮した場合、転倒計算の自重の値に不具合があったので修正を行った。
	済

	
	
	206
	地盤改良使用時、ＷクリックでＡＪＨを開くと、地盤形状（置換基礎の形状）がおかしくなる。
	済

	
	
	205
	荷重ケース、図の不具合

仮想擁壁上の荷重を無視する場合にも、図に荷重が表示されている。
	済

	3.04.03
	2009/02/09
	204
	No181の修正。以下の箇所も数値入力になるように変更

・補強盛土および背面盛土：背面盛土の埋土線座標

・上載盛土座標

・基礎地盤座標

・地下水位線座標（円弧すべり計算用）

・掘削形状

・設計外力

・補強材長の設計（アンカープレートの埋設位置）：設計長

・円弧すべり計算：格子中心座標
	済

	3.04.02
	2008/11/11
	203
	重力式基礎・置換え基礎の設計計算書の修正。おもに図を追加
	済

	3.04.01
	2008/10/16
	202
	基礎地盤座標を垂直に入力した場合に、上載荷重の形状が異常な入り方となる場合があったので修正を行った。
	済

	
	
	201
	セットアップ後、拡張子「AJH」を「GEO-MA2008.exe」に関連付けるようにセットアップを修正。

ただし、任意に関連付けしている場合、既存の関連付けが優先されます。
	済

	
	
	200
	バックアップファイルを編集中のデータのファルダ内に作成するように修正。

また、正常にプログラム終了した場合、自動削除する。
	済

	
	
	199
	No186の修正

設計計算書としてPDFで一括出力できるように修正
	済

	
	
	198
	置換基礎コンクリートのデータを入力後、画面を切り替えると、次に置換基礎コンクリート入力画面を開くと、データがクリアされる現象を修正。
	済

	
	
	197
	設計計算書の修正

置換基礎コンクリートの安定検討における、盛土荷重の作用幅を壁厚を考慮した値に変更。

重力式基礎の安定検討の多数アンカー盛土荷重にコメントを追加
	済

	
	
	196
	画面タッチ方式のネバーカット入力において、節点選択ではなく座標で選択できる機能を追加。
	済

	3.04.00
	2008/09/29
	195
	従来規格で設計したデータを再度開くと新規格で開かれる場合があった。
	済

	
	
	194
	対策工の支持力の検討で浮力が考慮されていない

自重に浮力を考慮するように条件を設定しても、対策工の自重に浮力が考慮されていない。
	済

	
	
	193
	ロックアンカー使用時のCSVファイルの出力を修正

ロックアンカー使用時のタイバー長を決定しても、CSVファイルに反映されていない。
	済

	
	
	192
	地震時の許容支持力を自動計算
	済

	
	
	191
	WORD出力機能の追加
	済

	
	
	190
	土質名のデフォルトを無表記に変更
	済

	
	
	189
	画面タッチ方式のネバーカット入力。
	済

	
	
	188
	上載盛土形状入力のインターフェース。

法高・勾配・ステップ幅で自動描画する。
	済

	
	
	187
	基礎ケースに置換コンクリート（人工岩）を追加。
	済

	
	
	185
	基礎地盤の層の追加・削除。

基礎地盤の層を追加・削除した場合に、設計土質定数も連動して変更されるようにする。
	済

	
	
	183
	NEXCO案件の円弧 Fsa1.25 の表記。
	済

	
	
	182
	強制終了時のバックアップ機能の追加。

強制終了時にバックアップファイルを作成する。
	済

	
	
	181
	数値入力は自動的に半角限定入力にする。
	済

	
	
	179
	AJHファイルからのデータ読込。

AJHファイルをダブルクリックすることにより、データの読み込みを行う。ただし、AJHファイルとプログラムの関連付けが必要。
	済

	3.03.09
	2008/06/02
	178
	重力基礎計算時に「勾配自動計算」後に表示される「結果表」を表示後、「画面縮」をクリックるすると強制終了してしまう。
	済

	3.03.08
	2008/05/29
	177
	基礎地盤数が多い場合、地盤改良を深くすると（？）外力の項目・滑動の検討で強制終了してしまう。
	済

	
	
	176
	対策工使用時に基礎地盤のγが入力不可にならない場合がある
	済

	3.03.07
	2008/05/14
	175
	上載盛土入力画面で、画面縮で盛土形状を確認しようとすると強制終了してしまうので修正
	済

	
	
	174
	背面盛土の埋戻で、アンカー長で自動掘削と、外的安定のタイバー長変更が連動しておらず、エラーが発生する。

タイバー長の変更に連動して、掘削線・地盤線の変更を修正
	済

	
	
	173
	ロックアンカー計算時、壁厚考慮すると外部安定で強制終了（3.03.06でも発生）
	済

	3.03.06
	2008/04/11
	172
	補強領域と背面土の土層データの最大個数を増やした。
	済

	3.03.05
	2008/03/05
	171
	水位入力を行っている場合に、土質区分の表示でおかしい場合があったので修正を行った。
	済

	
	2008/02/19
	170
	No166の再修正
	済

	3.03.04
	2008/02/04
	169
	重力式の安定計算の表示修正

「滑動に対する検討」及び「基礎地盤の極限支持力度」の算出における、底面に作用する荷重の桁数を小数点以下2桁に合わせる。「基礎地盤の極限支持力度」においてΣVBとΣHBの記号が逆になっていたので修正。
	済

	
	2008/01/31
	168
	マスターファイルの変更

シングル・ダブルコネクターの4.5S・4.5Dの腐食しろ２ｍ以上の値を0.000に変更（使っていないため）。アンカープレート18サブありの値を変更。変更日付を一行目に記入。
	済

	
	2008/01/29
	167
	円弧滑り時の土質区分の表示修正

補強領域と基礎地盤が重なった場合、補強領域の範囲取得が途中で終了される不具合があったので、修正を行った。
	済

	3.03.03
	2008/01/16
	166
	対策工（深層改良形状）の底面の座標処理の修正

対策工（深層改良形状）の底面と基礎地盤線が重なった場合の地盤形状の判定に不具合があったので修正を行った。
	済

	3.03.02
	2007/12/07
	165
	重力式の掘削形状の修正

重力式底面からの掘削線と最下段アンカーの交点が壁面下端からの掘ｎ削線の第一折点より左側の場合、壁面下端より上側の掘削線は壁面下端からの掘削線を使用し、右側の場合、重力式底面からの掘削線を使用するように修正する。
	済

（30,000）

	3.03.01
	2007/8/31
	164
	入力支援ツール，グリッドツール，文書作成印刷ツールのバージョンアップを行った。
	済

	
	
	163
	ＣＡＤデータ作成用ＣＳＶファイルに７項目を追加する。
	済

	
	
	162
	両面壁で両端タイバーを緊結する場合の土圧係数を静止土圧係数Ｋoとして内部安定計算できること。
	済

	
	
	161
	ロックアンカーの呼径（Ｄ２２，Ｄ２５，Ｄ２９，Ｄ３２）が印字されること。
	済

	
	
	160
	重力式基礎の計算書を独立で印字すること。
	済

	
	
	159
	プルダウン「ＣＡＤデータの作成」を「ＣＳＶデータの作成」に変更する。
	済

	
	
	158
	置換基礎の安定を他社ソフト（ＫＧＣ）で行うために，「ファイル」プルダウンに「置換基礎用入力値の印字」を追加して，印字例に示した計算結果を印刷する機能を追加する。
	済

	
	
	157
	「アンカプレートの引抜きに対する検討」で「板幅」に入力した場合，入力した位置より下方は入力と同じ値とする。
	済

	
	
	156
	設計計算書の設計条件に重力式基礎の設計安全率を追加する。
	済

	
	
	155
	印字用語の変更：「下部」・「下面」を「底版」に変更。「地盤支持力に対する検討」を「支持力に対する検討」に変更。「底面幅」を「底版幅」に変更。「上面幅」を「天端幅」に変更。「補強土壁下端重力式基礎フーチングの検討」を「重力式基礎の安定検討結果」に変更。「重力式基礎フーチング」を「重力式基礎」に変更。「６．補強土壁下端重力式基礎フーチングの検討」を「６．重力式基礎の検討」に変更。
	済

	
	
	154
	ＣＡＤデータ作成用のＣＳＶファイル名称は，設計計算の入力データファイル名と同じにする
	済

	
	
	152
	入力画面における「設計条件」，「基本条件」の「鋼材規格」は，新規格をデフォルトとする。
	済

	
	
	151
	計算結果の総括に，「補強土壁下端重力式フーチングの検討」，「支持力に対する安定」ｑ1，ｑ2両者の値を示す。
	済

	
	
	150
	補強材の配置の図にタイバー長を示すこと。
	済

	
	
	149
	設計計算フロー（マニュアルp.47，図4-2）を，§１の「１．設計フロー」として印字に追加する。（「２．補強土壁形状」以下は繰り下げる。）
	済

	
	
	148
	上載盛土－２にデフォルト値と違う，土質定数を入力した場合，上載盛土－１，補強盛土－１も同じように自動で変わるようにする。上載盛土－２と常数が違う場合は，さらに上書きするようにする。
	済

	
	
	147
	「滑動・転倒」画面の「裏込土」のγs，φs，Ｃsは補強盛土－１と同じ値が飛んでくるようにする。
	済

	
	
	146
	「滑動・転倒」画面の「盛土底面」のφ，ＣB，μは補強盛土－１が飛んできている。基礎地盤のφ，ＣB，μは基礎地盤－１，－２，－３のどれになるかわからないが，とりあえず基礎地盤－１を参照するようにする。（違う場合，上書き）
	済

	
	
	145
	「アンカープレートの引抜きに対する検討」画面から「次へ」をクリックすると「各部材の断面設計」の画面になり，更に「次へ」をクリックすると「外部安定の設計条件」の画面に行くようにしてほしい。
	済

	
	2007/7/20
	144
	補強領域を通る水位線を入力したところ地盤条件がおかしなところが出てきました。
	済

	
	2007/6/20
	143
	ロックアンカー計算時に”掘削形状入力”で土質勾配”を選択した場合、内的安定→タイバー長の設計・床堀り幅入力の値でうまくいきますが”固定勾配”とした場合は、うまく掘削形状が入りません（事前に認識されたプレート長の掘削幅で反映されているようです）
	済

	
	
	142
	補強領域内・外を分けて検討しようとしたらうまく作動いたしません。背面盛土の下端と掘削線が点で重なった場合でも、ＳＫ＝０で誤作動しないように修正をお願いいたします。
	済

	
	2007/6/14
	141
	鋼材規格のデフォルト＝新規格に変更。
	済

	
	
	140
	置換基礎（壁面直下）の許容支持力度のデフォルト値の改善
	済

	
	
	139
	補強土壁下端重力式基礎フーチングの検討において、土圧力の算出にあたり、フーチング下面からの水位の表記について『ｈw  : 水位 = 入力値 (m)　ただし，ｈw≦ｈ = 重力式基礎高(m)』と表記されて出力されています。常時、地震時共に関わらずｈw≦ｈ　→　ｈｗ≦ｈｃではないかと思います。
	済

	
	
	138
	目次の前に、「本計算書は・・・」の文章を書き変える。
	済

	3.02.04
	2007/5/11
	137
	円弧すべりの検討で、円弧中心の格子ピッチを０．５mにした場合、ＰＤＦに打ち出したものでは０．１mピッチになっているケースが多々あります。また、"補強時の安全率一覧表"中の最小安全率と、補強時の円弧すべり安定計算結果の表中の最小安全率が異なります。
	済

	
	
	136
	新規格の場合にはパネルの許容応力度が直接プログラムの中にセットされており，仮設時の割増しがされていませんでした。
	済

	3.02.03
	2007/4/5
	135
	No.131の修正

重力式基礎（壁面直下）の極限支持力度計算において、支持力係数の寸法効果を考慮しない場合も、基礎有効載荷幅の算出に偏心距離を考慮するよう変更。以前のバージョンでは、基礎有効載荷幅＝底面幅になっていた。以前のバージョンと比べ、計算値が変更されます。
	済

	3.02.02
	2007/3/20
	134
	基礎地盤の支持力に対する検討で、基礎地盤の計算時における変数の最大個数が不足した。最大個数を変更
	済

	3.02.01
	2007/2/19
	133
	対策工として置換基礎形状を選択したとき、”置換基礎の傾斜角度θB”を、“置換基礎内分散角度θB”とする。対策工として深層改良形状を選択したとき、条件設定画面に”改良体内分散角度θB”を入力できるよう変更
	済

	
	
	132
	No.124の修正

計算結果の総括におけるロックアンカーの必要長を「-」に変更。
	済

	
	
	131
	No.123の修正

重力式基礎（壁面直下）の極限支持力度計算において、基礎有効載荷幅の式を記述。また、基礎有効載荷幅を求める際、偏心距離を考慮した。鉛直荷重と水平荷重の単位を表示。c*/q*/B*の適用範囲を道路橋示方書に準ずるように変更。
	済

	3.02.01
	2007/2/1
	130
	深層改良底面に作用する反力度の式の改良体の底面幅が、補強領域の底面幅になっている。
	済

	
	
	129
	水位線の入力座標と、タイバーの仮想粘着力の境界線の座標が一致すると、空気中か水中かの判定が正しく行えない。
	済

	
	
	128
	常時のδは表-2-1（P.58)に示されているように、β＞φのときにδ＝φ

地震時のδは式（２－８）の但し書きのように、β＋θ≧φのときにδ＝φ

自動計算（道路土工指針）選択時のみ
	

	
	
	127
	外的安定に一度チェックを入れ計算した後、チェックを外しても表の一部が検討結果に表示される。
	済

	
	
	126
	掘削線と最上基礎地盤が交差しない場合に、エラーメッセージを表示する。
	済

	
	
	125
	PDF出力時に、保存場所と保存ファイル名を指定できるように変更。
	済

	
	
	124
	設計計算書出力時に、ロックアンカーの定着長と必要長の表示を「－」に変更。

また、ロックアンカーの設計長を壁背面から地山までの距離を表示。

設計計算書出力時に、ロックアンカーの引張り応力度の表示を変更。
	済

	
	
	123
	重力式基礎（壁面直下）の極限支持力度計算において支持力係数の寸法効果に関する補正係数を追加する。
	済

	
	
	122
	衝突時の部材の許容引張力の割増し係数の仕様を地震時と同じ仕様に変更する。

（λ=1.0のとき、常時許容引張力×1.5）
	済

	
	
	121
	ＰＤＦ出力で図配置がずれるのは、データ読み込みプロセスでフォルダのたどり方の相違で結果が異なります。したがって、パソコン環境条件によるというよりもプログラムに問題があると思われます。
	検討中

	
	2006/7/26
	120
	添付ファイルのデータでは、土質勾配が反映されず掘削勾配が１種類となります。（※掘削勾配の組み合わせを変えると正常に作動することもあります。）
	基礎地盤１と掘削線の交点をある座標を入力して下さい。

→No.126

	3.01.08
	2006/7/25
	119
	水位を考慮した円弧すべりの検討で、地山の座標を多数アンカー天端より上にとると、円弧すべりの検討ができません。地山の座標を多数アンカー天端より下にとると、円弧すべりの検討ができます。
	修正済

	
	
	118
	ロックアンカーにて計算した場合、設計長がソフト上とプリントアウトしたものとで長さが違います。
	修正済

	
	
	117
	円弧すべり検討時に『Xが逆戻りしている』のエラーメッセイージが出てきます。水位線を考慮しなくすると消えます。
	修正済

	
	
	116
	”外部安定・円弧すべりで壁面材の厚みを考慮する”場合の計算において、壁面材の単位体積重量の値をご確認ください。

なお、厚さ0.16mの３本引き用壁面材(TTA)の場合でも、外部安定・円弧すべりに考慮できる厚さは0.115mといたします。
	TTAの場合でも0.115mで計算しています。

	
	
	115
	添付ファイルのデータを元にして、壁高を9.5mに変更して計算すると、下２段のタイバーが適切に選定されません。
	「断落し断面」の場合，部材の自動設計は出来ません。手動で設定して下さい。

	
	
	114
	また、その際タイバーを変更しても他の組み合わせ部材が選定されません。
	修正済

	
	
	113
	上載盛土の背面形状をマイナス方向にした場合、上載盛土の高さがマイナス表記されます。（添付資料参照願います。）
	修正済

	
	
	111
	３本引きとなった場合、壁面規格表記が、すべてTTAと成ってしまいます。
	修正済

このデータは「ｱﾝｶｰﾌﾟﾚｰﾄの引抜きに対する検討」の画面を通して下さい。

	
	
	110
	ロックアンカーの計算を行う時、補強材長は、自動で算出され手入力ができませんが、『補強材が地山に入っています。』のコメントが出てきます。また、そのまま進むと基礎地盤の支持力の検討の項目で計算する、入力する、なしが選択できません。
	修正済

	
	
	108
	現在，内的安定の自動設計はタイバーの断面設計が許容値を満足していない時に３本引きになるが，全ての部材（タイバー，コネクター，アンカープレート，接続ロッドアイ止めボルト）の１つでも満足しない場合に３本引きにするようプログラムを変更する。
	修正済

	
	
	104
	全ての作業画面において，笠コンクリート高と壁高の表示（現在，何断目を行っているのかの作業中の把握のため。保存時，高さがわからない。作業効率が悪いため）
	修正済

	
	
	103
	基礎地盤（補強土壁全幅）の置換基礎の土質定数のデフォルト値を変更する。

γ=19→20，φ=30→35
	修正済

	
	
	102
	布状基礎（壁面直下）のγは連動しませんか。①タイバー長を変更するとγが19に戻ってしまう。②置換えを選択し、置換え材料を砕石とした場合γ=20で次の壁面直下はγ=19となり手作業にてγを変更する必要があります。③連動するなどの技術的問題は可能ですか。通常、壁面直下（布状ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎）下面は砕石のためγ=20・φ=35・C=0となります。
	修正済

	
	
	101
	滑動・転倒・支持力の検討に影響する底版幅がアンカープレートタイプのタイバー長になってしまいます。（ロックアンカーの場合のみ、自動変更を”やめる”としてください。）
	修正済

	
	
	99
	３本引きを使用する際は、１ランク落としてM27に切り替わるようになっておりますが３本引きが１段しか出てこない場合は、M30のままになっております（添付ファイル参照）※ちなみにブロックを１枚足して３本引き段数が２段以上になると正常にM27とされます
	修正済

	
	
	98
	添付ファイルのとおり、引張り力の計算は正しいようですが、3本引きのタイバー選定にバグがあります。添付ファイルの計算の場合、12～15段のタイバーが3本引きとなり、M27が選定されると考えられます。
	修正済

	
	
	97
	砕石置換えが2.5mになってしまいます。入力を0.5とか1.0にしたいのですが。
	修正済

	3.01.03
	2006/6/15
	96
	基礎フーチングに前面埋戻土が存在しない場合の処理の追加。
	修正済

	
	
	95
	ロックｱﾝｶｰを実施する場合エラーメッセージが頻繁に出ます。背面がすぐ岩盤の場合、掘削をしないで行いたいのですが。
	修正済

	
	
	94
	深層混合処理下部の地盤線が矩形の処理のり尻で消える。円弧に反映しない。
	修正済

	
	
	93
	設計計算書のロックアンカー部の「削孔径」および「有効付着周長」の表示単位を(cm)から(mm)に変更する。
	修正済

	
	
	92
	設計計算書－設計条件－基礎地盤への有効根入れ長および基礎地盤の土質定数の表示箇所を修正した。
	修正済

	3.01.02
	2006/6/01
	91
	支持力の検討において、置換え工のチェックをはずしているのに印刷した際に、置換え基礎の検討結果がプリントされてきます。検討結果には、影響はしません。
	修正済

	3.01.01
	2006/5/11
	90
	衝突時の計算をチェックにより、次式で計算されている深さyの位置における鉛直荷重の分散幅B'iが誤りであることが判明しました。【誤】B'ｉ＝B'＋ ｙ × ２【正】B'ｉ＝B'＋ ｙ / ２

なお、この誤りはエクセル計算書でも同様です。
	修正済

	3.01.00
	2006/4/13
	89
	Ｌ型防護柵を設置する場合，内部安定において衝突時の検討を可能にする。
	修正済

	
	
	88
	重力式基礎の座標：外部安定において重力式基礎形状を入力すると重力基礎，前面埋め戻し土および裏込土も含めた基礎地盤の座標を自動的にプログラム内で設定し，円弧すべり計算に連動する。
	修正済

	
	
	87
	重力式基礎の断面が最小になるように前後勾配を自動計算する。
	修正済

	
	
	86
	プレビューで頁がなしでも出力されてしまう。
	修正済

	
	
	85
	盛土直下の対策工において置換基礎形状のみでなく深層改良形状も入力可能にする。その場合支持力の検討は行わない。
	修正済

	
	
	84
	アンカープレートの埋設位置での上載盛土高さの修正。（擁壁背面が法こぼしになっている場合，土被りが正確に計算に反映されていない。）
	修正済

	
	
	83
	重力式基礎において前面水位がある場合が検討できるようにする。
	修正済

	
	
	82
	内部安定および外部安定において前面水位がある場合が検討できるようにする。前面水位，背面水位の入力，計算式の追加あり。
	修正済

	
	
	81
	ロックアンカーの定着地盤の許容摩擦応力度を極限周面摩擦抵抗に変更する。
	修正済

	
	
	80
	画面と計算書の表示図に笠コンクリート高さ，のり面高さを表示する。
	修正済

	
	
	79
	外部安定の計算結果を全ての計算結果(CASE-1とCASE-1*)を表示する。
	修正済

	
	
	78
	活荷重をデフォルト化する。上載盛土がない場合，（載荷層：補強土壁，載荷層の基準位置：のり肩）の自動表示。
	修正済

	
	
	77
	ロックアンカーの図を表示する。
	修正済

	
	
	76
	①円弧すべり計算画面において，常時に設定した条件は地震時においても同設定とする。（ポイント法座標，ベース法座標，Ｒ法数値，計算書出力の有無，格子中心座標，格子ピッチ，格子点数，ネバーカットライン・カットラインの座標）但し，地震時の画面にて変更可能。②１次検索（広範囲検索），２次検索機能（詳細検索）を設ける。③常時画面から地震時画面に直接飛ぶボタン追加。逆もあり。③タイバー長，土質定数の画面が直接見えるようにする。④出力解除ボタン，初期値ボタンを追加する。
	修正済

	
	
	75
	①タイバー呼称別に文字を色分けする。Ｍ20：赤，Ｍ22：薄緑，Ｍ24：青，Ｍ27：深緑，Ｍ30：紫。②アンカープレートの引抜きに対する検討において板幅で色分けする。300：黒，400：赤，ﾛｯｸｱﾝｶｰ：青
	修正済

	
	
	74
	①掘削形状にデフォルト値を設定する。②また重力式基礎や基礎裏砕石にもデフォルト値を設定する。重力式基礎：γ=23kN/m3，γ’=14kN/m3，φ=0°，ｃ=330kN/m2，基礎裏砕石：γ=20kN/m3，γ’=11kN/m3，φ=35°，ｃ=0kN/m2，
	修正済

	
	
	73
	ロックアンカーのタイバー長：①表の下側が切れている（全体が良く見えるように改善）。②アンカーの種類で「ロックアンカー」を選択した場合，それより下も自動的に「ロックアンカー」になるよう変更。③ロックアンカーを選択した場合，地山までの距離を自動計算し，設計長に反映さす。但し，設計長の表記は小数点第１位以下を切り捨てる。この場合，入力は不可とする。ロックアンカーの場合，床堀幅を入力して掘削形状を決める。
	修正済

	
	
	72
	①ロックアンカー部のデフォルト値の設定：θr=15.0°，Ｌf=0.500m。②また，変更の場合も一番上の値を変更すれば，下段も同じように変更（タイバーの長さ同様）。列を追加してタイバー径の表示。
	修正済

	
	
	71
	円弧すべり画面の「タイバー長」ボタンをキーボード操作可能とした。
	修正済

	3.00.17
	2005/5/31
	70
	重力式基礎の土圧強度の上載荷重ｑの値が外的安定検討で最も危険な支持力検討（許容支持力度と鉛直力との比が最も高いもの）より選んだ鉛直力になっており，鉛直力の最大値になっていなかったのでこれを修正する。その結果，旧バージョンの値と若干危険サイドに異なる値が算出される。
	修正済

	
	
	69
	「アンカープレートの引き抜きに対する検討」の画面で左側にタイバーの番号がありますが，径を表記している右側にもタイバーの番号を入れてください。画面が小さく分かりにくい。
	修正済

	
	
	68
	アンカープレート400を円弧すべり抵抗力が不足するため採用した場合，一段ずつ変更しなければいけないため，一度に変換できませんか。個別変更機能もありで。一部300で一部400の場合もあるため。
	修正済

	
	
	67
	多数アンカーの検討が常時のみの検討の場合でも，重力式基礎の検討は地震時の検討も出来るようにする。現在の計算プログラムは，重力式基礎の検討で地震時の検討を行う場合，多数アンカーの検討も地震時の検討をしないと検討出来ない状態になっています。重力式基礎の常時の検討の後に，地震時の検討を加えることで対応できると思います。
	済。入力データ追加の為，旧プログラムは使用できません。

	
	
	66
	重力式基礎の検討で，浮力を考慮出来るようにする。

現在の計算プログラムでも基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ，裏込土の単位体積重量を変えれば，対応できますが，１通の計算書で，通常検討，浮力考慮の検討が出来れば便利です。

外部安定設計条件の画面で重力式基礎を選んだ場合，『浮力考慮』のチェック欄を選べるようにし，浮力考慮の場合の基礎コンクリート，裏込土のγの入力欄を作ることで対応できると思います。
	同上

	
	
	65
	重力式基礎の裏込土の所に土質名と『一般的に透水性がよく，かつ，圧縮性の少ない砕石を用いる。』のコメントをいれる。できれば，コメントなしとありが選択できれば良いと思います。
	同上

	
	
	64
	「計算結果の総括－補強材の配置」の図に重力式基礎の図を追加する。
	修正済

	
	
	63
	設計条件の補強土壁形状図の基礎地盤の明記『基-１，基-2，基-3』が重なりあって見えない場合があるので，出来れば重なり合わないようにし，どの地盤が基-１なのかわかる位置に明記する。

（基礎地盤の左端，中央，右端の繰り返しで「基-1，基-2，基-3」を表示する。）
	修正済

	
	
	62
	設計条件の盛土材および基礎地盤の土質定数で，土質名の欄を加える。
	済，入力データ追加の為，旧プログラムは使用できません。

	
	
	61
	重力式基礎の検討を行った場合，総括表の言葉が壁面工下端となっているため，言葉的に重力式基礎の検討をしているか分かりづらいため，『補強土壁下端重力式基礎の検討』など重力式基礎の計算結果を表記していることが分かるような言葉に出来ますか。
	修正済

	
	2005/4/14
	60
	アンカープレートＭ20において，腐食代なしおよび腐食代１mmの場合と，腐食代２mmの場合の自動設計がうまくいかない。
	修正済

	
	2005/4/12
	59
	現在印刷画面で出てくる簡易PDFを非表示または削除できますか。理由としては全社技術職員にPDFをインストールしたため不要となり一部社員が間違って使用し，文字変換などをした場合白紙となるため
	修正済

	3.00.16
	2005/4/11
	58
	壁直下の支持力検討で、地震時の壁面摩擦角の標記が、2φ/3になってます。φ/2に修正お願いします。※標記だけです。実際の計算は正しく計算されてます。
	修正済

	3.00.15
	2005/4/08
	57
	印刷すると入力していない集中荷重が印刷されます。
	修正済

	3.00.14
	2005/3/29
	56
	鋼製壁面材（スチールタイプ）において計算書を作成したところ、下記の問題が発生しました。

支柱をφ139.8を選択し、検討をしました。保存した後、再度、プログラムを立ち上げ、プレビューおよび打出し（ＰＤＦ化）した際、φ114.3になってしまいました。但し、再度計算書を頭から流し、プレビューおよび打出し（ＰＤＦ化）しを行えば、φ139.8になっておりました。
	修正済

	
	
	55
	鋼製壁面材（スチールタイプ）において内的安定検討の『(5)タイバーに作用する引張力』のところで、土圧分布がずれて印字されてしまいます。
	修正済

	
	
	54
	プログラム内の計算用座標個数が足らないデータが出たため，500点から1,000点に増やす。
	対応済

	
	
	53
	ＣＳＶ形式ファイルへの出力にアンカープレートの板幅を追加する。
	対応済

	3.00.11
	2005/1/24
	52
	重力式基礎を使用した場合の基礎地盤の極限支持力の検討において

κB=1+0.3・ＤfB／Ｄ

κB：根入れ効果に対する割増し係数

の値ですが”／Ｄ”の数値が代入されていません。
	修正済

	
	
	51
	設計計算書の表示において，壁面直下の重力式基礎の場合の支持力安全率が布基礎の値が表示される。但し，計算は正しい。
	修正済

	3.00.09
	2005/1/13
	50
	置換え計算をすると「Stopｽﾃｰﾄﾒﾝﾄで中断しました。」とエラーメッセージが出ます。
	修正済

	
	
	49
	円弧すべり計算における通過ポイントの点数を１０点入力した場合，印刷時に不具合が生じる。
	修正済

	
	
	48
	基礎地盤と水位線の関係で円弧すべり計算用土質定数の一部に不具合が生じる場合があった。
	修正済

	
	
	47
	設計計算書において壁面材直下・重力式基礎の極限支持力度の表示部において基礎地盤のγ，ｃ，φが裏込土の土質定数が表示されていた。表示まちがいで，計算値は問題なし。
	修正済

	
	
	46
	「円弧すべり安定検討時の補強せん断強度増分を見る，見ない」のフラグを設ける。
	修正済

	
	
	45
	壁面直下の布状基礎および重力基礎の置換基礎下部の基礎地盤の土質定数の初期値の設定方法の変更（壁面直下の設定方法に合わせる。）
	修正済

	
	
	44
	外部安定の道路土工指針による壁面摩擦角の計算において上載盛土の座標を３点以上入力した場合のβ算出用の上載盛土ののり肩位置の設定方法の修正
	修正済

	
	
	43
	「設計計算書－外部安定－滑動に対する安定」の土圧図の修正
	修正済

	
	
	42
	全画面にした場合のメイン画面メニュー項目下のバーの幅を修正
	修正済

	
	
	41
	計算書－設計条件－基礎地盤への有効根入れ長および基礎地盤の土質定数において「置換基礎下基礎地盤」の表示値修正および「壁面直下の置換基礎下基礎地盤」の値を追加表示
	修正済

	
	
	40
	CSV 出力にアンカープレートの水平間隔を追加
	修正済

	
	
	39
	「地下水位線座標の画面」に外部安定において「水圧を考慮」および「自重に対する浮力を考慮」のチェックボックスを追加。
	修正済

	
	
	38
	基準座標のＹoが零以外の場合の表示図の修正（設計タイバー長，アンカープレート周りの拘束圧など）
	修正済

	
	
	36
	設計計算書の外的安定の検討の置換基礎(補強土壁全幅)に対する検討で、許容支持力度を「入力する・なし」にした場合にも、荷重ケースごとの結果を表にして表示するように修正。
	修正済

	
	
	35
	基礎地盤(壁面工下端)に対する検討で、盛土を分割していても鉛直土圧の算出に盛土－２の壁面摩擦角しか使用されていない。
	修正済

	
	
	34
	自由長入力してファイルを保存しても、次回ファイルを開いても値がリセットされていた。リセットされないように修正。
	修正済

	
	
	33
	設計計算書の計算結果の総括の外部安定の検討結果で、擁壁上の荷重を無視した場合を検討しなくても「Case-1*：擁壁上の荷重を無視した場合」が表示される。これを検討しない場合は、表示しないように変更。
	修正済

	
	
	32
	外部安定の補強土全幅の置換基礎の検討で許容応力度を「入力」で算出すると、設計計算書の計算結果の総括で、鉛直支持力の値が０になってしまう。
	修正済

	
	
	31
	設計計算書の置換基礎(壁面工下端)に対する検討で、置換基礎下面に作用する鉛直荷重の「ｂｃ：置換基礎の上面幅」の表示している値が間違っていた。
	修正済

	
	
	30
	設計計算書の基礎地盤(補強土全幅)に対する検討で、地盤反力に対する検討の判定が常に○になっていた。
	修正済

	
	
	29
	重力式基礎検討において根入れ深さに０ｍを入力し、OK後に画面を元に戻すと、根入れ深さが重力式基礎の高さになってしまう。これを０ｍのままになるよう修正。
	修正済

	
	
	28
	重力式基礎の多数アンカー盛土荷重は各荷重ケースの最大値とするよう変更した。
	修正済

	
	
	27
	外部安定の活動･転倒での基礎地盤のせん断抵抗角に、入力の注意を促すため、バックカラーを薄い黄色に変更した。また、摩擦係数のバックカラーも変更。
	修正済

	
	
	26
	円弧すべりで壁面材の厚みを考慮する。壁面材の厚みを手入力で変更可能。
	修正済

	
	
	25
	外部安定で壁面材の厚みを考慮する。壁面材の厚みを手入力で変更可能。
	修正済

	
	
	24
	外的安定の滑動・転倒の検討画面で、基礎地盤の摩擦係数はせん断抵抗角の値で自動計算されるが、自動計算での上限を0.600にする。手入力で値の変更可能。
	修正済

	
	
	23
	設計計算書のPDFファイル出力でPDFファイルを作ると、設計計算書の値の間隔がずれてしまう。修正のためMSゴシック・MS明朝をMSPゴシック・MSP明朝に変更。
	修正済

	
	
	22
	以前のバージョンでは補強領域内を通る円弧すべりの抵抗には(ｃ＋α)で考慮していたのを、αで考慮するように変更。
	修正済

	
	
	21
	上載盛土と基礎地盤の入力時に現在何層入力しているか表示する。
	修正済

	
	
	20
	出力のフォントをゴシック／明朝に指定できないか？
	修正済

	
	
	19
	外部安定検討の滑動検討・転倒検討・支持力検討の打ち出し書式に図面を入れることは出来ますか。
	修正済

	
	
	18
	内部安定計算において、仮に10.0mの多数ｱﾝｶｰを入力し下半分をγ1=20・φ1=35とし、上半分をγ2=19・φ2=30とした場合、土圧を変化させることが出来ますか。
	修正済

	
	
	17
	上載荷重でエラーが発生したものをお送りいたします。入力的に不適切なものがある可能性もありますが、設計外力で上載盛土7に活荷重を入力いたしましたが、地盤に活荷重が表記されてしまいました。
	修正済

	
	
	16
	ロックアンカーの検討の際に自由長の入力項目も追加できませんか。
	修正済

	
	
	15
	印刷時に総括を打ち出す部分で更に総括の中の項目を選べると助かります。

例）　　□2.計算結果の総括　 □1.補強材の配置
　　　                       □2.部材の寸法
　　　　　　　　　　    　 　□3.ｱﾝｶｰﾌﾟﾚｰﾄの引抜きに対する検討結果
　　　　　　　　　　　     　□4.外部安定の検討結果
　　　　　　　　　　　     　□5.補強時の円弧すべり安定計算
	修正済

	
	
	14
	段落とし断面を選択した場合は、上部の上載盛土も連動するようにする。
	修正済

	
	
	13
	許容支持力度を計算するときの定数の反映に関して、補強土全幅にγφｃを入力したら、基礎コンクリートには反映されるが、基礎砕石には反映されない。基礎砕石にも根入れ地盤、基礎地盤の土質定数が反映されるようにしてください。
	修正済

	
	
	12
	μを直接入力するのではなく、φを入力しμは自動計算して画面上表示してもらえればなお助かります。
	修正済

	
	
	11
	滑動の計算における結果の表示に関して、（例）盛土材料φ＝30、Ｃ＝０　μ＝0.577・地山φ＝23°Ｃ＝13kN/m2　μ＝0.424の場合、どちらの定数で滑動が決定されるかわからないため、画面も印刷も２つの結果表示をしていただきたい。
	修正済

	
	
	10
	｢全て印刷｣と｢選択なし｣ボタンと｢ページ表示位置｣を入れ替えてもらえないでしょうか。｢全て印刷｣は良く使うボタンなので上の方が使い勝手が良いです。
	修正済

	
	
	9
	計算書の印刷画面において、【現在】　キャンセル－印刷－ＰＤＦの順番になっていますが、【変更】印刷－ＰＤＦ－キャンセルの順番に変更したいのですが
	修正済

	
	
	8
	重力式基礎検討の場合、有効根入深さを0mに出来ないか。
	修正済

	
	
	7
	ﾛｯｸｱﾝｶｰを検討した場合各θの意味が解らない。ヘルプを押すと文章にて説明は出るが、図での説明が出来ればお願いしたい。
	修正済

	
	
	6
	置換基礎を考慮する場合、置換基礎の土質定数を結果に反映させるため、基礎地盤の土質定数を表示しないようにする。
	修正済

	
	
	5
	円弧すべりにおいて、つま先、かかとのすべり点以外を指定したときに【常 時】に入れれば【地震時】も同じところが通るようにしてほしい。また、その操作後タイバー長を変更すると３番目の指定が消えてしまい再度入力しなければならない。そのまま残るようにしておいてほしい。
	修正済

	
	
	4
	許容支持力を計算する場合について。多数アンカーの場合は、許容支持力は、極限支持力の１/２ですが、重力式基礎の許容支持力は、極限支持力の１/３であるため、多数アンカーと重力式基礎の許容支持力は、１/２、１/３と分けてほしいです。
	修正済

	
	
	3
	許容支持力を手入力する場合について。重力式擁壁の計算を行う場合、多数アンカーの許容支持力と重力式基礎擁壁の許容支持力が違います。手入力で行う場合、多数アンカーの許容支持力が連動して、重力式基礎擁壁の許容支持力に入力されるようになっており、重力式基礎の許容支持力を入力し直すと一時的には直りますが、画面を変えたりすると、また、多数アンカーの許容支持力と連動してしまいます。よって、多数アンカーと重力式基礎の許容支持力は、連動しないようにしてほしい。補強土壁の安全率がFs=2.0で重力式の安全率がFs=3.0のため生じる現象です。
	修正済

	
	
	2
	荷重ケースが複数存在する場合（一般的に２ケース）、荷重ケース毎に検討結果を表示してほしい。支持地盤を計算すると、作用する荷重と許容支持力度の比率の危険側を総括に表示するため、作用する荷重の大きな方が、表記されないケースがある。
	修正済

	
	
	1
	ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ1.00.30以降に円弧すべり検討に使用するデフォルト値をＹo=3・Ｈ+0.6(m)に変更いたしましたが、壁面近郊のすべりを見逃される現象が多々発見されたので、Ｙo=3・Ｈ+0.6(m)からＹo=2.50Hに変更する。
	修正済
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